
 

 

2023年 12月 15日 

各 位 

会 社 名 イー・ガーディアン株式会社 

代表者名 代表取締役社長 高谷 康久 

 （コード：6050 東証プライム市場） 

問合せ先 専務取締役   溝辺  裕 

 （TEL．03－6205－8859） 

 

（開示事項の経過）当社親会社による中間持株会社設立に関するお知らせ 
 

 当社の親会社である株式会社チェンジホールディングス（以下「チェンジＨＤ」といいます。）は、本日開

催の同社取締役会において、2023年８月２日付で開示いたしました「株式会社チェンジホールディングスによ

る当社株券に対する公開買付けに関する意見表明、同社との資本業務提携、及び同社を割当予定先とする第三

者割当の方法による新株式発行に関するお知らせ」のとおり、サイバーセキュリティ業界の再編を行うための

中間持株会社を設立することについて、決議したとのことですので、下記の通りお知らせいたします。 

 

１．中間持株会社設立の背景及び理由 

チェンジＨＤは、サイバーセキュリティ業界への参入を強く推し進めていますが、それを更に加速させ

るために、独立した事業体として中間持株会社であるサイリーグホールディングス株式会社（以下、サイ

リーグホールディングス）を設立することで、サイバーセキュリティ事業の推進に必要な知見を集約し、大

胆な発想に基づく機動的な意思決定を可能とする経営体制を確立していくとのことです。 

このサイリーグホールディングスの代表取締役社長には、サイバーセキュリティ事業をリードしてきた

当社代表取締役社長である高谷康久氏が就任予定であります。 

今後、サイリーグホールディングスにおいては、当社の知見を活かしながら、様々な領域で専門的ノウ

ハウを持つ会社を中心にその他のM&Aについても検討を進めていくとのことです。 

サイリーグホールディングスの「サイリーグ」とは、アルファベットで“CyLeague”と表しますが、

Cyber（サイバー）とLeague（リーグ）という言葉を掛け合わせたものであり、サイリーグホールディング

スを中心に多くの独立事業者が集い、その中で切磋琢磨していくことにより、よりよいサービスを提供して

いくことを目指すという意思を込めているとのことです。また、このLeague（リーグ）の中から、グローバ

ル市場に飛び出せるような会社及びそれを支えるサイバーセキュリティ人材を輩出していきたいと考えてい

るとのことです。 

また、チェンジＨＤは、所有する当社株式の全てをサイリーグホールディングスに移管することを予定

しているとのことです。詳細は、「４．今後の見通し」のとおりであります。 

当社はチェンジＨＤとの資本業務提携によるシナジーに加え、サイリーグホールディングスの設立を契

機として、サイバーセキュリティ事業の拡大とより一層の企業価値向上に努めて参ります。 

  



 

２．中間持株会社の概要（予定） 

(１)名称 サイリーグホールディングス株式会社 

(２)本店所在地 東京都港区虎ノ門３-17-１ TOKYU REIT 虎ノ門ビル６階 

(３)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 高谷 康久 

(４)事業内容 ・サイバーセキュリティ事業及びデジタル・トランスフォーメーション関

連事業並びにそれらを行う会社の株式保有、事業活動の支援及び管理 

(５)資本金 99百万円 

(６)設立年月日 2023年 12月中 

(７)決算期 ３月 

(８)出資比率 株式会社チェンジホールディングス：100％ 

(９)当社との関係 資本関係 親会社である株式会社チェンジホールディングスの

100％子会社となります。 

人的関係 当社の代表取締役社長が本中間持株会社の代表取締役社

長を兼務する予定であります。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者への

該当状況 

親会社である株式会社チェンジホールディングスの

100％子会社となる為、関連当事者に該当いたします。 

 

３．日程  

（１）設立に関する決議日  2023年12月15日 

（２）設立日   2023年12月中 

（３）営業開始日  2024年２月（予定） 

 

４．今後の見通し 

 チェンジＨＤが所有する当社株式の全てをサイリーグホールディングスに移管することを予定してい

るとのことです。ただし2023年10月11日実施のチェンジＨＤを割当先とする第三者割当による当社株式

の発行より１年以上が経過した後の実施を予定しているとのことです。その具体的な時期、方法及び条

件は未定であり、今後、当社との間で協議を行い決定する予定とのことです。 

また、本件について、今後の当社の業績に与える影響は軽微であると考えますが、今後公表すべき事

項が生じた場合には速やかに開示いたします。 

 

以 上 


